
登録期間 令和 7 年 10 月 1 日～令和 8 年 9 月 30 日 

※ 公開できる情報のみ掲載しています。 

※ 依頼・相談等に伴う謝礼等条件につきましては、双方協議の上、決定してください。 

※ メールの送信は、[アットマーク]を@に置き換えて行ってください。 

地域活性化伝道師プロフィール 

分 

野 

地域産業・イノベーション・農商工連携  ◎ 農・林・水産業  
 

  
地域医療、福祉・介護、教育  観光・交流 ○ 

地域コミュニティ・集落再生 ◎ 環境  

地域交通・情報通信  まちづくり ○ 

ふりがな ふじい のぶお 

氏名 藤井 信雄 

所 

属 

名称 大橋学園グループ ユマニテクプラザ 

役職 館長 

連 

絡 

住所 

（職場） 

〒510-0074 

三重県四日市市鵜の森 1-4-28 

連絡先 
e-mail fujii.nobuo[アットマーク]ohashi.gr.jp 

TEL 059-359-4877 FAX 059-359-4878 

連絡方法 Ｅ－Ｍａｉｌでお願いします 

略歴 

1977 年横浜国立大学経済学部卒業。同年 4 月四日市市役所入庁。財務課、都市

計画課、四日市港管理組合総務課、企画調整課、計画推進課、商工課長、市民生活

課長、市民文化部次長兼市民文化課長、四日市港管理組合経営企画部次長を経て、

2009 年 4 月より 2014 年 3 月まで政策推進部長、2014 年 4 月より政策推進

部理事(常勤再任用)、2015 年 4 月より 2019 年 3 月まで四日市市副市長。

2019 年 4 月より学校法人大橋学園 法人本部顧問、2019 年 6 月より 大橋学

園グループ ユマニテクプラザ 統合事務局長、2020 年 10 月より大橋学園グル

ープ ユマニテクプラザ 館長。  

著作・論文等 

・特区・地域再生のつくり方<2008 年 2 月 20 日> 「市民・企業と徹底的に協議

する～コンビナート特区から市民が主役のまちづくりまで～」 

・(社)日本都市計画学会 都市計画論文集 No.44-3 2009 年 10 月 「公民協

同による建物基盤一体型歩行者空間の計画、整備、管理、改修に関する研究－近鉄

四日市駅北側のふれあいモールの場合－」 

・日本建築学会技術報告集 第 19 巻 第 43 号, 1115-1120, 2013 年 10 月 

「工場と周辺環境の調和のための工場緑化推進策－三重県四日市市における産業

施策と工場立地施策を事例に－」  

取組概要 

・都市計画課で近鉄四日市駅西の四日市工業高校跡地開発を担当 

・企画調整課で名古屋圏の主要 5 都市（名古屋市・豊橋市・岐阜市・浜松市・四日市

市）による都市間ネットワークや総合計画策定などを担当 

・商工課で中心市街地活性化基本計画策定や四日市工業高校跡地開発のリニュー

アルオープン、技術集積活用型産業再生特区などを担当 

・市民文化課で市民活動による地域再生計画や丹羽文雄記念室整備などを担当 
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・四日市港管理組合で四日市港長期構想の策定などを担当 

・政策推進部で 2011 年度から 2020 年度までの総合計画（基本構想・基本計画・

第 1 次推進計画）の策定、並びに第 2 次推進計画の策定(2014 年 1 月)、四日市

市産業活性化戦略の策定(2014 年 3 月)、四日市市産業活性化戦略に関する提

言書に掲げられた先導的事業の推進(2014 年度)などを担当 ・ユマニテクプラザ

で三重大学、東京大学、三重県、三重県産業支援センターとともに産学官連携拠点

としての企画や諸調整を担当  

メッセージ 
自分のまちへのこだわりを持ち続け、市民や企業の感覚を大切にして、既存ストッ

クを有効活用していく取組みが地域活性化の基本。  

関連ホームページ -  
活動エリア 全国 




